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第 １ 章第 １ 章

　森を育てる仕組みをつくろう！
　・森を育てる仕組みづくりが必要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥湖北地区

　・木を植えるのは簡単だけど、育てていくのはとても大変でお金もかかるので

　　対策が必要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥湖北地区

　・町民みんなで森や環境を育てるような仕組みづくりが必要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥湖南地区

　・木を切る農家がいて、そして木を植える団体がいるのは矛盾している‥‥‥‥‥湖南地区

　・農家自体も苗などを提供してくれるなら植林活動をやりたいと考えている‥‥‥若松地区

　・森林が伐採によって丸坊主になっている箇所（原野）があるので植樹をして

　　いるが、木を植える土地を提供してくれる人間はあまりいない状況‥‥‥‥‥‥太田地区

　・八雲町の「巨木サミット」という行事があるが、厚岸町にも樹齢100年

　　～500年の巨木（太田の神社の巨木）があるのでわが町も参加して欲しい‥‥‥太田地区

　・別寒辺牛の方で婦人部の方が植樹活動をしている‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥太田地区

　・イチイ、オンコの原生地、密生地で上尾幌は有名なので大切に守っていきたい‥上尾幌地区

　・昔に切ってしまった木を、また復元させるなどの動きが現在ある‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・草地になっている所、特に荒れた所をもっと自然に戻したい‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・木を植える気持ちを強く町民に広めるべき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・森を守るという気運を高めなくてはならない。だから地域のためにカラ松

　　の植林を行っている‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥糸魚沢地区

　・孫の代にあげられる財産として木を植えるというのは良いことだが、問題は

　　植える土地がないこと‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥糸魚沢地区

緑づくりに関する地区住民の声第１章

５

　上位計画である「厚岸町都市計画マスタープラン」の策定作業（平成13年～16年）で全３回行

われた地区会議（ワークショップ）より厚岸町の地区住民からの緑に関する意見をまとめました。

　・自然を中心に考えて、都会と反対のことを考えていかなくてはならない‥‥‥‥‥湖南地区

　・自然環境は厚岸の資源（野生動物、巨木、別寒辺牛川）なので大切に守って

　　いきたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥太田地区

　・自然は人にゆとりとやすらぎを与えてくれるので大切に保護していきたい‥‥‥‥太田地区

　・環境保全が必要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・自然と人の営みをとらえ直すことも大切。自然との新しい関わり方を考えたい‥‥尾幌地区

　・自然を壊さない、つくらなくてよい自然を後世に残したい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・今は植林をしながら自然を守っていくべきだ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・厚岸の大切な財産として自然を活かしたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・これからの開発、開拓を進めていく段階で自然とどう関わっていけるか？

　　考えなくてはならない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・“自然をもどそう”という強い意志が必要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・自然環境に恵まれた地区なので保護することが大切である‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥糸魚沢地区

自然保護！
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まちと緑の状況と課題まちと緑の状況と課題

　やっぱり地区に公園が欲しい！
　・偕楽園団地の町有地で協働による児童公園をつくりたいと考えている‥‥‥‥‥門静地区

　・昔の小学校（学びの山）に色んな植物が生えているので“遊歩道”

　　を付けたりして子供の課外学習として利用したい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥上尾幌地区

　・河川工事（整備）の事業に併行して親水性のある公園など作って欲しい‥‥‥‥尾幌地区

　いやいや公園は必要ないよ！
　・この地区は子供も少ないので公園を欲しいという声はない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥苫多地区

　・片無去の人は全くと言っていいほど外で遊ぶ人はいないので公園は必要ない‥片無去地区

　・この地区は子供も少ないので公園を欲しいという声はない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥太田地区

　・自然がたくさんあるので公園は必要ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥糸魚沢地区

　遊休農地を活用して自然農園をつくりたい！
　・自然に無理をかけず、花・野菜を作る場を是非尾幌につくりたい‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・尾幌に山菜農園をつくりたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・尾幌は荒れ地が多く、上尾幌みたいに農園になれば良くなると思う‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・遊休農地の活用もこれから大切になるだろうと考えている‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・体験農園等に土地（遊休農地）を貸し出して何かをする場にしたい

　　という人がいる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　花を植えてまちを明るくしたい！
　・自治会は花壇でもやりたいがお金がなくてできないのが現状‥‥‥‥‥‥‥‥‥若松地区

　・片無去の学校で花の苗を作って上尾幌の方にあげるという活動も行っている‥片無去地区

　・荒れた牧草地（離農跡地）を花畑にしたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・農園等（野菜・花）みんなが作業できる場（特定の私有地ではない場所）‥‥‥尾幌地区

　・尾幌のまちは花がなく淋しいので工夫をして花を植えたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区

　・学校の子供がコスモスの種をくれた。しかし植える場所がない‥‥‥‥‥‥‥‥尾幌地区
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第 １ 章第 １ 章

《　緑づくりの方向性（模式図）　》
▲

▲

森林
地域

【上流域】

・別寒辺牛川水系
　（ホマカイ川）
・尾幌川水系　他

資源の循環
（ゴミを堆肥とし
ての資源循環等）

【上流域（酪農地域）】

○酪農地域の緑の保護と下流域と

　の調和（河川流域の保全）

【上流域（森林地域）】

○栄養分を厚岸湖に供給する豊

　かな森づくり（保全・育成）

河

酪農
地域

【上流域】

○自然、産業

を活かした自

然学習や体験

学習等（ｸﾞﾘｰﾝ

ﾂｰﾘｽﾞﾑ）の推

進

解析評価と課題の整理（緑づくりの方向性）第１章

６

１ .環境保全系統緑地の解析評価と課題の整理

　本町の緑づくりにおいては地形等の現状から評価しても、河川の骨格軸としての重

要性があげられます。また、河川を軸とする上流域の自然地域や酪農地域と、下流域

の市街地や漁業地域との良好な関係づくりが重要と言えます。

　別寒辺牛川を軸とする自然環境づくり

　・別寒辺牛川水系の河川を緑の骨格軸と位置づけ、これらを基本とした緑地の整備

　　を行う必要があります。また町内を流れる河川は上流の森の養分を厚岸湖へ供給

　　する役割があるほか、町民の飲料水を取得する河川等、町民の生活にとって重要

　　な要素となっていることから、これらの河川の保全と育成を行う必要があります。
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まちと緑の状況と課題まちと緑の状況と課題

【河川】

○上流域と下流域をつなぐ河川の保護

　（森の栄養分を供給する河川や、飲料

　水を供給する河川　等）

【下流域（市街地）】

○市街地周辺の自然の保護と生活を
　豊かにする身近な緑づくり

【下流域】

川
［厚岸湖］

［厚岸湾］

市街地

人の循環
（森づくり等）

市街地

【下流域】

○希少価値の

高い自然や、

自然と産業と

の関係を学び、

自然を育むま

ちづくりを推

進

　上流域の森を保全する各種指定区域の保全

　・水源をかん養し森の栄養分を下流域に供給する豊かな森として、上流域の森林地

　　域の保全や各種の指定地域の保全に努める必要があります。

　酪農地域の河川周辺等の緑の保全

　・本町の基幹産業の一つでもある酪農地域の生産緑地の担う経済的な効果を認識し

　　つつ、適正な営農環境の保全に努めるとともに、下流域の漁業とも調和を図るた

　　めの河川や周辺の自然の保護育成を図る必要があります。
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第 １ 章第 １ 章

２ .レクリエーション系統緑地の解析評価と課題の整理

　生活に身近な憩いの場づくり　

　・日常的なレクリエーションや憩いの場となる都市公園は、都市計画区域内におい

　　て12箇所が現在整備されています。また町民一人あたりの緑地率も全道平均を上

　　回っている状況ではありますが、飛び地街区等では公園が未整備であり、要望も

　　高いことから、身近な街区公園等の適正配置が求められます。

　スポーツ施設等の緑づくり

　・本町には宮園公園をはじめとする町民の健康づくりに寄与する緑の空間が多数整

　　備されています。中でも、パークゴルフ場は人気が高く、宮園公園以外でも各地

　　区に整備されています。これらの緑は町民の利用率も高く、また、充実に向けた

　　要望も高いことから、周辺景観にも寄与する緑のスペースとして、今後も充実に

　　努めます。

　自然とのふれあいの場づくり

　・本町には、水鳥観察館や厚岸少年自然の家、ふれあい体験農園をはじめとする、自

　　然、水辺、農地など様々な自然とふれあえるレクリエーション空間がありますが、

　　それらの拠点の更なる有効活用と休校中や廃校の小学校など、未利用な既存公共

　　施設の活用によるグリーンツーリズム等の推進が求められます。

宮園公園ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 杜の学校
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まちと緑の状況と課題まちと緑の状況と課題

３ . 防災系統緑地の解析評価と課題の整理

　避難場所や避難路となる緑の確保　

　・本町の特性として、中心市街地をはじめ海岸に面する地区が多いことがあげられ

　　ますが、これらの地区では津波等の災害から町民を守る避難場所や避難路の確保

　　が必要となります。本町では、これら避難場所や避難路の確保を着実に行ってお

　　りますが、今後も必要箇所での避難場所の整備を進める必要があります。

　各市街地後背の丘陵地の緑の保全　

　・本町の中心市街地域や漁村地域は、海岸に面しており、各市街地後背は丘陵地と

　　なっております。これらの緑は、津波等の災害時における避難の場となっており、

　　また、地すべり等の災害から地区を守っています。このことから各地区を守る市

　　街地後背の傾斜地及び樹林の保全が必要です。

　既存公園の防災公園化の検討

　・中心市街地域の湖南地区はライフラインを厚岸大橋に布設しているため、万一の

　　災害時の対応が求められています。よって、湖南地区での既存公園の活用による

　　防災公園化の検討を行う必要があります。

　地区を守る緑の保全（防風林）

　・太田地区は台地上の広大な酪農地域であることから、風の被害を受けやすい地区

　　であります。特に冬季においては地吹雪による交通被害等も起きていることから、

　　地区を守る防風林等の保全が必要です。



44

第 １ 章第 １ 章

４ .景観構成系統緑地の解析評価と課題の整理

　ランドマークとなる緑地の保全　

　・本町の中心市街地域には景観のランドマークとなる緑として、御供山やコンキリ

　　エ周辺の緑地があげられます。これらの緑は市街地景観を特徴づける緑として重

　　要であり、市街地周辺に残された貴重な自然であることから、保全と育成を図る

　　必要があります。

　歴史的景観資源の活用　

　・本町の湖南地区の国泰寺や正行寺はその周辺の緑と合わせ、まちの歴史的にも、

　　また景観的にも意義のある資源でもあります。そのため、これらの緑の保全と　

　　ネットワーク化によるまちなみ景観づくりが求められます。

　各街区の拠点施設での緑づくり　

　・本町には各種の公共公益施設が点在し、各街区ごとに集会所などの生活拠点とな

　　る施設が配置されています。その中でも厚岸町役場等の主要公共施設においては、

　　敷地内に緑化スペースを設け、市街地内の緑の拠点として市街地景観に彩りをあ

　　たえていますが、今後は特に各地区の集会所などの生活の拠点となる施設での緑

　　づくりを行う必要があります。

　軸や点の緑づくりの普及、促進　

　・本町では、近年、幹線道路や各家庭の庭先などで花による演出などの活動も行わ

　　れています。今後はこれらの取り組みの輪を更に広げ、潤いのある景観づくりが

　　求められます。
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緑づくりの理念と基本方針

緑づくりの理念と

基本方針

第２章第２章
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第 ２ 章

《　緑づくりの理念　》

　厚岸町は、町域のおよそ 57％が森や湿原等で占められる自然に恵まれたまちです。これらの

自然は、その面積もさることながら、ラムサール条約に登録される「別寒辺牛湿原」をはじめ、

道立自然公園にも指定されている「厚岸湖」、また天然記念物に指定された「大黒島」など、貴

重な緑が多いことも特徴となっています。また、近年では、まちの自然資源を体験できるまち

として、別寒辺牛川でのカヌー下りや水鳥観察館での野鳥観察、また道立厚岸少年自然の家をは

じめとする各種の施設において、多くの人々に親しまれています。

　しかし、このように豊かな自然が多く受け継がれてきた町ではありますが、まちの発展に伴

い、少なからず自然は開発の影響を受けてきました。それを顕著に表すことに、昭和 58年の厚

岸湖のカキのへい死をはじめとする、近年の漁獲量の減少や変動があげられます。これらの出来

事は直接的な因果関係が自然にあるとは断定できませんが、少なからず上流域の森の減少も影響

があると考えらています。そのような中、全国的にも森がもたらす公益的な機能が見直しされは

じめていますが、古くから厚岸湖や厚岸湾をカキやアサリ、昆布等の漁場としてきた厚岸では、

早くから森との関係に気づき、町の有志による植林活動も行われるなど、産業育成の視点から

も、現在の森や緑の重要性が見直しされています。

　また、厚岸町の緑にはその他にも様々な公益的機能があげられます。まちは厚岸湾に面する中

心市街地をはじめ、漁業地区や酪農地区から構成されていますが、特に海に面する地区では、町

の有史以来、いくつかの津波等による被害を受けてきました。しかし、市街地の後背にせり上が

る丘陵地の緑は、そのつど避難の場所として町民生活を守ってきました。また、近年、沿道での

花壇づくりや各家庭でのガーデニング等の取り組みが活発に行われていますが、これらの取り組

みは町や町民の生活に彩りをあたえています。さらには、グリーンツーリズムという考え方が定

着しつつある中、厚岸町の貴重な自然資源のアピールと更なる活用により、観光や交流等の面に

おける町の振興も期待できます。これらのことから、厚岸の緑は、町の豊かな自然資源であるほ

か、まちの産業を育み、また時には災害等から地域を守る役割を果たすなど、町民の生活やまち

の発展にとって重要な要素と言えましょう。

　そこで、これからの厚岸の緑づくりに向けては、上流域の緑の保全・育成や、別寒辺牛川をは

じめとする河川及び貴重な緑の保全。町を守る観点では、避難場所となる後背の丘陵地や、酪農

地域での防風保安林等の緑の保全。また、町民による各種の緑づくりの取り組みの推進と、その

ための支援や応援等の環境づくりなど、様々な取り組みが考えられます。さらには、これらの取

り組みを進める上での主体者となる町民の輪がさらに広がるよう、まちの緑は「町民１人１人の

財産」であり、「町の資源を後世に引き継ぐ」という意識の共有に向けた、緑を知る機会や体

験する機会等の基盤となる環境を整えることも重要と言えます。

　厚岸町緑の基本計画は、町の上位、関連計画とも連動しながら、産業を育て、生活を育んでくれ

る緑を、町民の英知と協働の力で守り育てるための指針として、『緑と共に発展する豊かな厚岸の

暮らしづくり』を理念に、これからのまちの緑づくりに向けたビジョンを策定します。

緑づくりの理念と基本方針第２章

１



緑づくりの理念と基本方針

47

緑づくりの理念と基本方針

《　将来像　》

　上位計画と整合を図り、緑の課題や町民の意向を踏まえ、緑づくりを行う上で、

本町が目標とする将来像を以下のように設定します。

【厚岸町緑の基本計画】

【理念】

【緑づくりの目標】

【第４期厚岸町総合計画】

『　ひとに活力　まちに魅力　創意ではばたく　新生あっけし　』

産業を育て、生活を育んでくれる緑を

町民の英知と協働の力で守り育てる

緑と共に発展する

豊かな厚岸の暮らしづくり

［環境保全の緑］

［ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの緑］

［防災の緑］

［景観の緑］

［緑づくりの取組等］

漁業や酪農業など町の産業を守り・育てる緑を創る

湿原や湖などの貴重な自然や生活に身近な緑など
緑に親しむ暮らしを創る

漁村地域や農村地域など町の特徴に応じた、
災害から町を守る緑を創る

緑豊かな街に彩りをあたえる緑を創る

緑を育む基盤を創る
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計画対象区域

《 計画フレーム　》

　緑の基本計画では平成35年を目標年次とし、計画フレームを都市計画マスター

プラン等をもとに次の様に設定します。

計画対象区域内市町村名

厚岸町行政区域の一部

国有林や国有地を除く厚岸町行政区域　５８ ,０３５ha

厚岸町都市計画区域の全域　１ ,４９１ha

（うち　用途地域面積　５１８ha）

１）計画対象区域

行政区域 9,000人

現況

（平成15年）

２）将来人口の見通し

12,270人

中間年次

（平成25年）

目標年次

（平成35年）

都市計画区域
7,100人
（約79％）

9,710人
（約79％）

10,750人

8,500人
（約79％）

※人口12,270人は平成15年９月末の住民基本台帳

※都市計画区域内人口9,710人は平成15年３月末の住民基本台帳

用途地域内人口

３）用途地域の規模

9,061人
（都計区域の93％）

用途地域の規模 518ha 518ha 518ha

人口密度 17.5人 /ha 12.7人 /ha15.3人 /ha

現況

（平成15年）

中間年次

（平成25年）

目標年次

（平成35年）

6,600人
（都計区域の93％）

7,900人
（都計区域の93％）

※用途地域内人口9,061人は平成15年３月末の住民基本台帳
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《　目標水準の設定　》

　緑の基本計画の目標水準を以下のように定めます。

１）目標年次における緑地の確保目標量

２）公園緑地等の施設として整備すべき１人あたりの緑地の目標水準

現況

平成15年

中間年次

平成25年

目標年次

平成35年

住区基幹公園

都市基幹公園等

その他の公園緑地

4.1㎡ /人

38.2㎡ /人

5.3㎡ /人

43.6㎡ /人

8.3㎡ /人

103.2㎡ /人

目標年次における

緑地の確保目標量

国有林や国有地を除く

町行政区域に対する割合
概ね　40,000ha　69％

将来市街地面積に

対する割合（用途地域）

将来都市計画区域面積に

対する割合
概ね　710ha　48％

概ね　220ha　42％

《将来像に実現に向けた具体的目標》

　　　国、道、町、そして町民との協働による

　　　　　　　　上流域の森づくり

　　　　◇ 900ha の造林植栽による森づくり

　　　　◇ 3,000ha の徐間伐等の保育による森づくり

　　　　◇「町民の森」における計 21,100 本の植栽
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《　緑づくり方針体系　》

　本計画における方針体系を以下のように定めます。

産業を育て、生活を育んでくれる緑を

町民の英知と協働の力で守り育てる

緑と共に発展する
豊かな厚岸の暮らしづくり

◆上流の森の保全と育成（自然的土地利用地域）

◆環境や産業を守る河川の保全と育成

◆産業環境地域の保護・育成

◆公園緑地の緑づくり

◆地区の交流の場づくり

◆自然地域での交流拠点づくり

◆貴重な自然とふれ合う場づくり

◆避難場所や避難路となる緑づくり　

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり

◆地区ごとの生活を守る緑づくり　

◆緑の軸づくり

◆地区拠点での緑づくり

◆地域の緑づくり

◆緑の大切さを知る取り組み

◆緑を育む基盤をつくる取り組み

◆緑を創り、緑とふれ合う取り組み

◆貴重な緑の価値を高める取り組み

［ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの緑］

湿原や湖などの貴重な自然や

生活に身近な緑など

緑に親しむ暮らしを創る

［緑づくりの取組等］

緑を育む

基盤を創る

［景観の緑］

緑豊かな街に

彩りをあたえる

緑を創る

［防災の緑］

漁村地域や農村地域など

町の特徴に応じた、

災害から町を守る緑を創る

［環境保全の緑］

漁業や酪農業など

町の産業を守り・育てる

緑を創る

［系統別緑づくりの目標］ ［基本方針］

［理　念］
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カヌー乗り場

水鳥観察館

太田屯田開拓記念館

酪農ふれあい館

ふれあい体験農園

緑のふるさと公園

あやめヶ原

森林の緑

農地の緑

湿原の緑

国有林

条例等で保全される緑

糸魚沢

湖北地区

末広
床潭

厚岸湖

厚岸湾

筑紫恋

湖南地区

上尾幌

尾幌

片無去

太田

門静

苫多

若松

トライベツ

大黒島

一般道道
厚岸昆布

森線

主
要
道
道
厚
岸
標
茶
線

一般道道上風蓮
大別線

国道
44
号

主要道道別海厚岸線

別
寒
辺
牛
川

尾幌川

チライカリベツ
川

大別川

旧尾幌
１号川

糸魚沢小学校（休校中）

末広小学校（廃校）

子野日公園

宮園公園

杜の学校・ランプの家

国有草地

□緑の将来像図（全町）

凡　例

森林の緑

農地の緑

湿原の緑

条例等で保全される緑

河川軸

道路軸

ＪＲ軸

0　  1           3          5                            10

1：200,000

km
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□緑の将来像図（都市計画区域）

【偕楽園団地地区】

・街区公園等の整備

宮園公園

緑の軸

森林の緑

湿原の緑

森林の緑

住の江丘陵公園

宮園１号公園

白浜公園

宮園高台公園白浜団地公園

条例等で保全される緑

太田南

白浜町

宮園町

住の江町

旧
尾
幌
１
号
川

厚　岸　湾

国
道
44
号

白浜通

山手
通

国道
44号湖　　北　　地　　区

宮園丘陵公園

【太田南団地地区】

・街区公園等の整備
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子野日公園

条例等で保全される緑

住の江公園

港町１号公園

港町２号公園

若竹公園

梅香町児童公園

湾月町児童公園

奔渡公園

緑の軸

緑の軸

真栄町
厚岸大橋

港町

若
竹
町

松
葉
町 奔渡町

梅香町

湾月町 有明町

厚　岸　湖

厚岸
大橋
通

駅前通

港通

真
栄
住
の
江
通

桜通

松
葉
通

湖　　南　　地　　区

憩いの広場

凡　例

森林の緑

湿原の緑

条例等で保全される緑

河川軸

道路軸

ＪＲ軸

緑の軸

厚岸大橋通

0　   0.25     0.5                 1

1：30,000

km
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実現に向けた施策と

緑の配置方針

第３章第３章
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環境保全系統の緑づくり第３章

１

漁業や酪農業など

町の産業を守り・育てる

緑を創る

《　系統別緑づくりの目標　》

《　基本的な考え方　》

　厚岸町では、厚岸湖に集約する別寒辺牛川水系により、上流域の酪農地域とカキ

の漁場でもある下流域の厚岸湖及び厚岸湾が繋がれています。これらの自然は町の

基幹産業とも密接に関係していることから、上流域の森は湖に栄養分を補給する重

要な森として保全育成を図ります。

　また、町の基幹産業である、酪農と漁業がともに発展する環境づくりとして、酪

農地域においては家畜ふん尿の適正な処理と合わせ、地域内を流れる河川周辺の緑

の保全、また、下流域の漁業者等が中心となり取り組まれている植林活動等を継

続し、緑づくりを通じた上流域と下流域における自然や人の良好な関係を今後も守

り、育てます。

《　具体的な推進施策　》

１ . 上流の森の保全と育成（自然的土地利用地域）

　　　　① 森林地域の保全育成

　　　　② 貴重な自然環境の保護（ラムサール条約登録湿地や道立自然公園区域）

　　　　③ 市街地周辺の緑づくり（白地地域の保全育成）

　現在、上流域の森は右表の通り、約 39,821.4ha の緑が確保され、厚岸町森林整備

計画をもととする造林活動をはじめ、「町民の森」等で町民との協働による植林活動

も活発に進められ良好な緑として保全と育成が図られています。今後も現在の指定

区域を保全し、町の自然環境の保全と漁業等の産業育成の森づくりを進めます。

　また、具体の森づくりについては都市計画区域内の白地地域も含め、主に未立木

地における広葉樹を含む造林植栽を積極的に進めるほか、人工林は徐間伐等の保育

を適正に実施するとともに、天然広葉樹林においては適正に改良事業により更新して

いくものとし、水土保全機能をはじめとする公益的機能をより高度に発揮させる森

づくりを行います。
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法に
よるもの

条例等に
よるもの

指定緑地の種類
現在の指定量

自然公園（厚岸道立自然公園）

農業振興地域農用地区域

道自然環境保全地域

保安林区域

地域森林計画対象民有林

国設鳥獣保護地区

道設鳥獣保護地区

自然環境保全地域（日本製紙）

名勝・天然記念物・史跡等（国泰寺）

分収林条例

11,658ha

9,364ha

283ha

8,926ha

26,549ha

10,994ha

902ha

483ha

0.13ha

30ha

40ha

分収林設定条例

（緑水会・等）

公的分収林設定条例

（町民の森）

地域制
緑地 指定量合計

合計　　　　　用途地域内

299.3ha

0.15ha

－

119ha

332ha

－

16ha

－

0.13ha

－

－

地域性緑地
合計地域性緑地　合計 39,821.4ha

重複指定箇所を

除いた合計
206.9ha

都市計画区域　内

206.8ha

0.13ha

　さらに、その主な内容としては、現在進めている町民との協働による「町民の森」の造成を

年間１ ha（2 ,000 本）を目標として実施し、今後新たに 12 ,000 本の植樹を目指します。

　また、下表の地域森林計画対象民有林等においては、山づくりを主体的に行う森林組合と

の連携により漁業者など、いわゆる川下住民と川上の酪農家や林業・木材関係者の理解と参

加を得ながら、目標年次である平成 35 年に向け、900ha（年平均で約 45ha）の造林（植

栽）事業を実施していきます。さらに、これらにより人工林予定地の大半での森づくりが実

施されることとなるため、それ以外の森づくりについては、既人工林での徐間伐等による保

育施業を重点的に行うこととし、平成 35 年までに 3,000ha（年平均で約 150ha）を目標に

進めます。

644.7ha
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３ . 産業環境地域の保護・育成

　　　　① 上流部酪農地域の緑づくり［農業保全育成エリア］

　　　　② 下流部漁業地域の緑づくり［漁業保全育成エリア］

　上流域の酪農地域の農地は、生産緑地であるとともに、環境保全や水源かん養など

の良好な環境形成に寄与しています。このため、これら貴重な緑でもある農地を保全

するため、農業施策を通じて農業振興地域や農用地区域の優良農地を中心に保全を図

ります。

２ . 環境や産業を守る河川の保全と育成

　　　　① 『漁業環境育成河川』の保全・育成

　　　　② 『水質保全河川』での河川づくり（ホマカイ川流域の河畔林の取得）

　本町の河川は沿岸漁業を育成するとともに水道水の水源等ともなっているなど、

地域にとって重要な役割をもっています。そのような中、都市計画マスタープランで

は町内の河川をその役割等に応じて、別寒辺牛川等を漁業環境育成河川に、酪農地区

を流れる大別川等を水質保全河川に、別寒辺牛川水系のホマカイ川を飲料水供給河

川と位置づけ、それぞれに応じた保全と育成を図ることとしております。

　今後はこれら河川周辺の保全と育成に努めることが肝要となり、特に酪農地区を

流れる河川ではその周辺における緑の確保と育成を行う必要があります。そのため

には、土地の所有者からの協力を得ながら、河川周辺の森林整備や緑地保護を計画

的に進めます。　

　水道水の水源となっているホマカイ川においては、「水源かん養林取得事業」を昭

和 56 年度から実施しており、平成 14年度までに 271ha が取得されています。今後

も事業を継続し安全な飲料水を供給する河川づくりを行います。

　また、上記の河川周辺等の一般民有林において、森林所有者の理解が得られない

場合は、分収林条例の契約による植樹、並びに上記の水源かん養林取得等の公有化を

積極的に進めます。
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『水質保全河川』

大別川

『水害対策河川』

尾幌川水系

『水質保全河川』
『水害対策河川』

旧尾幌１号川

『水質保全河川』

ﾁﾗｲｶﾘﾍﾞﾂ川（上流）

水源かん養林

取得事業区域

糸魚沢

湖北地区

厚岸湾

上尾幌

尾幌

片無去

太田

門静

苫多

若松

トライベツ

別
寒
辺
牛
川

尾幌川

チライカリベツ
川

旧尾幌
１号川

大別川

『水質保全河川』

トライベツ川

『飲料水供給河川』

ホマカイ川

◆基本的な考え方

　　河川の保全育成に関する重点方針は「都市マス全体構想」で区分

　した、町内の全河川のうち、酪農地域を流れる「水質保全河川」及

　び「飲料水供給河川」が対象となると考えられる。

　○「水質保全河川」＝ﾄﾗｲﾍﾞﾂ川、ﾁﾗｲｶﾘﾍﾞﾂ川、大別川、旧尾幌１号川

　○「飲料水供給河川」＝ホマカイ川

◆水源かん養林取得事業

・平成 14年度

・平成 15年度

凡　例

地域制緑地・国有林

民有林

農業地域

河川

□河川の保全と育成に関する方針図（全町）
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《環境保全系統の緑地の配置方針》

　●まちの骨格となる緑

　　・本町の上流域に広がる湿原や森林等の緑は、環境や産業に大きく影響する骨格となる

　　　緑として保全します。

　　・緑の配置に関しては、別寒辺牛川上流に広がる国有林（パイロットフォレスト）や上

　　　尾幌地区周辺の国有林を「国有林保全エリア」と位置づけます。また、保安林等に指

　　　定された森は「森林保全エリア」に、湿原地域は「湿原保全エリア」に位置づけます。

　　　さらに緑地の確保がなされていない民有林等は「森林保護育成エリア」と位置づけ、　

　　　保護と育成を図る緑とします。

　　・別寒辺牛川をはじめとする町内の河川は、まちの骨格を形成する緑地として保全と河

　　　川緑地の育成を図ります。

　●貴重な自然地域の緑

　　・本町では別寒辺牛川下流域の「ラムサール条約」登録湿地や厚岸湖周辺の「厚岸道立

　　　自然公園」等の指定区域の他、鳥獣保護地区や天然記念物の指定を受ける大黒島等の

　　　純度の高い自然がありますが、これらの自然を永続的に保護していくために、今後も

　　　これらの緑の保護と各種区域の保全に努めます。

　●中心市街地域周辺の緑（白地地域の緑）

　　・本町の都市計画区域のうち、約 65％は自然地域（白地地域）となっており、湿原や森

　　　林地域が広がっていますが、これらは中心市街地域の環境の基盤となる緑であるため、

　　　上記のエリア区分と同様に保全と育成を図ります。



実現に向けた施策と緑の配置方針

61

実現に向けた施策と緑の配置方針
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上尾幌

尾幌

片無去

太田

門静

苫多

若松

トライベツ

大黒島

□環境保全系統の緑の配置方針図（全町）

凡　例
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民有林
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道立自然公園地域
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□環境保全系統の緑の配置方針図（都市計画区域）
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樹林地（丘陵地）

主要道路

河川

緑水軸

JR
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レクリエーション系統の緑づくり第３章

２

湿原や湖などの貴重な自然や

生活に身近な緑など

緑に親しむ暮らしを創る

《　系統別緑づくりの目標　》

《　基本的な考え方　》

　厚岸町には、厚岸湖を中心とする道立自然公園地域や、ラムサール条約の登録湿

地である別寒辺牛川等の希少価値の高い自然があります。また、近年、グリーンツ

ーリズムの機運が高まるなか、産業の場であった酪農地域も、今後は自然や産業体

験の場としての活用も期待されています。これらの豊かな自然は他の町にはない、厚

岸独自の貴重な資源であることから活かす場や取り組みづくりを行います。

　また、町内に分散する市街地等においても、公園やパークゴルフ場等の身近に緑

とふれあえ、日常生活を豊かにする緑づくりを行います。

《　具体的な推進施策　》

１ . 公園緑地の緑づくり

　　　　① 街区公園等の適正配置（既存公園の適正な維持管理）

　　　　② 既存公園の緑化（子野日公園、宮園公園等の交流空間の充実）

　本町の都市計画区域内の都市公園は平成 15 年度末現在で12 箇所、約 41.03ha と

なっており、都市計画区域内人口では１人当たり 42.3 ㎡で全道平均を大きく上回っ

ております。しかし、特に市街地郊外の飛び地となっている公園未整備団地等から

は以前より公園整備の要望があげられています。街区公園等は町民の暮らしに密接

した不可欠の都市施設であるため、誘致距離や安全性などを考慮しながら適正に配置

します。また本町の既存街区公園等では遊具の老朽化も見られ、改善も求められて

いますが、町民生活や町民ニーズも多様化しているため、今後は近隣の町民の意見

が反映される、特色ある公園づくりを行います。さらに、既存公園のリニューアル

や新規の公園づくりについては、町の各種まちづくり予算等を活用しながら、地域

の人に愛される公園を、地域の人たちと共に創る「協働による公園づくり」を基本

とし、今後更なる財政状況の悪化が予想される中にありながらも、町民生活の基盤

となる潤いの空間づくりを進めます。
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

２ . 地区の交流の場づくり

　　　　① パークゴルフ場の維持管理

　　　　② 集会所等の地区コミュニティ施設周辺の緑化と維持管理

　本町の各地区にはそれぞれ公園をはじめ、パークゴルフ場や集会施設等の交流の場

がそれぞれありますが、公園の花壇や公共施設用地の未利用箇所などでは地区独自の

花壇づくり等の取り組みも見られます。今後も、こうした取り組みの輪を広げ

るため、地区住民が主体となって花壇づくりや管理を行うシステムを検討するなど、

緑と地区の拠点づくりを行います。

３ . 自然地域での交流拠点づくり

　　　　① 既存交流拠点の充実（緑のふるさと公園、あやめヶ原等）

　　　　② 休・廃校の小学校や公共施設を有効活用したレクリエーションの拠点づくり

　近年、森林とのふれあい等森林の利活用の要求が高まっており、既存の公共

施設である子野日公園や宮園公園、緑のふるさと公園、あやめヶ原等には、厚岸

町内はもとより近隣市町村民のレクリエーション、スポーツ、イベントなど、緑との

交流の場として活用されています。今後もより充分な施設になりえるよう、整備を行

い利用の促進に努めます。また、本町には、休校中の糸魚沢小学校や廃校となった末

広小学校があり、これらの学校は双方とも酪農や漁業等の産業地域にあることから、

周辺の良好な自然環境を活かした新たな交流拠点としての活用します。　　　　　

都市公園の種類

基幹公園

特殊公園

広場緑地

街区公園

近隣公園

総合公園

運動公園

墓　　園

1.99ha

1.99ha

15.23ha

19.32ha

2.50ha

－

41.03ha

住区基幹

公　　園

都市基幹

公　　園

箇所 面積 箇所 面積

８

１

１

１

１

－

12

3.90ha

1.99ha

15.23ha

51.76ha

6.05ha

0.25ha

79.18ha

14

１

１

１

１

１

19合　　計

計 41ha

から

現　況 将来目標量

計 79ha へ

（約 1.9 倍）

▲
▲

▲
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４ . 貴重な自然とふれ合う場づくり

　　　　① 水辺とのふれ合いの場づくり（水鳥観察館、別寒辺牛川でのカヌー下り等）

　　　　② 農とのふれ合いの場づくり（上尾幌）

　別寒辺牛川は整備等がなされていない原始河川日本一の河川であり、上流域から

下流域の厚岸湖まで、森や湿原また貴重な動植物とふれあえる場でもありますが、

近年、自然環境を壊さない必要最小限の整備によるカヌー乗り場が造られ、多くの

人々に親しまれています。また、下流域には水鳥観察館も整備され、厚岸町の代表

的な自然に触れ、学ぶことができる場として活用されています。今後も水辺とのふ

れあいの場として、この良好な自然環境の保全に努めます。また、尾幌・上尾幌地区

では酪農ふれあい館やふれあい体験農園なども整備され、町民はもとより、近隣の住

民にも親しまれています。今後も自然、水辺、農などそのままの自然と親しみ、学ぶ

ことができる町として施設や周辺環境の維持保全に努めます。　　　　　　　　　

《レクリエーション系統の緑地の配置方針》

　●身近なレクリエーション空間としての緑地の配置

　　・身近なレクリエーション空間である街区公園は半径 250 ｍ、また近隣公園は半径

　　　500 ｍに１箇所を基準に既設公園の位置や規模、周辺の土地利用等を考慮して適正に

　　　配置します。

　　・その他、小学校等の公共施設を身近なレクリエーションに対応する緑地として、活用

　　　を図ります。

　●全町的なレクリエーション空間としての緑地の配置

　　・全町的なレクリエーション空間となる都市基幹公園は、宮園公園（運動公園）と子野

　　　日公園（総合公園）を配置します。宮園公園は園内の各施設の充実を図るとともに、　

　　　今後公園後背地の森のゾーンにおいて、自然とふれ合える空間づくり等の検討を行い

　　　ます。

　　・また、特殊公園となる厚岸霊園については、現在、計画面積の一部が供用されいてい

　　　る状況ですが、今後の需要等を見極め、拡大等の整備を行います。

　　・その他、別寒辺牛川は水と親しむレクリエーション軸として、現在配置されているカ

　　　ヌー乗り場、水鳥観察館とその周辺の緑地の維持・保全に努めます。農とふれ合う拠

　　　点には、上尾幌の「ふれあい体験農園」を配置し、毎年良好な土の管理等を行います。

　　　また、休校中の糸魚沢小学校と廃校した末広小学校は、新たなレクリエーション拠点

　　　として活用を図ります。
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針
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◆自然地域での交流拠点づくり
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凡　例

国有林

民有林

保安林

道立自然公園地域

道自然環境保全地域

国設鳥獣保護地区

道設鳥獣保護地区

農業地域

漁業地域

主要幹線道路

JR

河川

緑水軸

水辺とふれ合う場

交流拠点

貴重な自然地域の緑

　厚岸町の景勝地や町内施設を『交流拠点』や『体験拠点』とし

て位置づけ、適正な管理や有効活用に努める。これらの緑の拠点

を活用し、体験メニューなどのソフト的連携等を検討することに
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□レクリエーション系統の緑の配置方針図（都市計画区域）

【偕楽園団地地区】

・街区公園等の整備

太田南
宮園公園

白浜町

宮園町

国
道
44
号

白浜通

山手
通

国道
44号

湖　　北　　地　　区

【宮園公園】

・町民の健康づくりの場と利

　用者のニーズに応じた充実

　を図る

【太田南地区】

・街区公園等の整備

【森林ふれあいゾーン】

・市街地に近い自然地域での、

　緑と親しむ場づくり

　現在、厚岸町の市街地には、主に住居系土地利用地域に８箇所の街区公

園をはじめ、計 11箇所の公園緑地が整備されています。

　今後は、利用者のニーズに沿った既存公園等の維持管理や充実に努める

ことが主な方針となりますが、現在、用地は確保されているものの未整備

である公園や、地区住民からの要望が高く、かつ市街地から距離がある、

公園未整備地域での公園づくり、また、湖南地区における憩いの広場周辺

ゾーンでのコミュニティスペースとしての緑地、広場づくりを検討します。
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防災系統の緑づくり第３章

３

《　系統別緑づくりの目標　》

《　基本的な考え方　》

　厚岸町は、漁業地区はもとより、中心市街地である湖北・湖南地区も海に面して

います。これらの居住地域の大半は海抜が 10 ｍにも満たない低地であるほか、居住

地区の後背地は急傾斜地となっていることから、地震や津波等の災害から町を守っ

ている緑を保全するとともに、安全な避難路や避難場所等の確保に努めます。

　また、厚岸町の気象的な特徴に霧が上げられますが、酪農地域においては、防霧

林や地区周辺の森が、これらの気象条件から地域を守る緑となっています。これら

の生活環境を守る地区ごとの緑づくりに取り組みます。

《　具体的な推進施策　》

１ .避難場所や避難路となる緑づくり

　　　　① 避難場所づくり（既存公園の防災公園化の検討）

　　　　② 避難路の確保とネットワーク化

　現在、海岸に面する中心市街地区や沿岸の漁業地区では、市街地後背の緑地（丘

陵地）を避難場所に指定してます。今後もこれら避難場所と周辺の緑の維持・

保全をはじめ、避難路のネットワーク化を行い、安全な避難環境づくりを行います。

　また、中心市街地域の湖北地区と湖南地区は、厚岸大橋によって繋がれています

が、各種のライフラインが橋に布設されているため、災害時の橋の決壊等の場合も

想定し、湖南地区の都市公園への備蓄倉庫や耐震性貯水槽など、必要とされる

設備の整備を検討し、災害に強いまちづくりに資する公園整備を進めます。

漁村地域や農村地域など

町の特徴に応じた、災害から町を守る

緑を創る
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

２ .地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり

　　　　① 急傾斜地や地すべり箇所の緑の保全

　　　　② 海岸の緑の保全

　本町は海岸に面している市街地が多く、市街地の後背部の多くは丘陵地形や急傾地

形となっています。中でも中心市街地域の湖南地区や海岸沿岸部では、地すべり箇所

も複数存在し、これまで、計画的に治山整備が行われてきました。今後も、危険箇所

の整備と合わせ、傾斜地の保護となる樹林や樹木の保全を図ります。

３ . 地区ごとの生活を守る緑づくり

　　　　① 保安林等の緑の保全

　　　　② 酪農地域の耕地防風林等の保全

　　　　③ 各地区の河川等の緑の保全

　　　　④ 周辺環境と調和した工業エリアの緑づくり

　厚岸町の緑は、防災の面からも様々な公益的な機能を発揮しています。上流域の

森は水源かん養や貯水機能を有し、適切な水量を下流域に供給しています。また、

河川周辺の樹林や樹木は河岸を強化し、河川を守っています。また、酪農地域の耕

地防風林は、防風、防霧機能を有し地域を守っています。これらは現在のまちを守

る緑となっていることから、全町的視点による総合的な保全と育成に努めます。中で

も、酪農地域では多頭化経営等により採草放牧地化が進み森林が失われている

現状であり、今後、耕地防風林等による緑の確保を積極的に進めます。

　また、住宅地に隣接する工業エリア等においては、緩衝緑地等を設置するなど、

緑地等の確保、造成を図り、緑を通じた潤いある環境づくりを進めます。
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《防災系統の緑地の配置方針》

　●自然災害を防止する緑の配置

　　・酪農地域の防風保安林は、防風、防霧の役割を果たしており維持・保全を図ります。

　　・水源かん養、貯水機能を維持するため、上流域の樹林、樹木の保全を図ります。

　　・湖南地区の御供山周辺、海岸沿岸部の斜面樹林、樹木は傾斜地保護の観点から保全を

　　　図ります。

　●災害時の安全を確保する緑の配置

　　・都市公園や学校は災害時の避難場所として位置づけられていますが、今後新たに整備

　　　される公園や学校、公共施設も避難場所として適正な配置を図ります。また、その他

　　　の避難場所や避難路の確保と周辺の緑の保護、育成を図ります。

　　・都市計画道路等は避難路としての機能や延焼遮断機能を有していることから、これら

　　　のネットワークを図ります。

　　・町内を流れる河川周辺の樹木（河畔林）は河岸の強化につながるため、保全に努めま

　　　す。

　●緩衝機能となる緑の配置

　　・工業エリアと居住エリアが隣接する地域については、緩衝機能を有する緑地を配置し、

　　　災害時の被害の防止に努めます。
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

糸魚沢

湖北地区

末広

床潭

小島

厚岸湖

厚岸湾

筑紫恋

湖南地区

上尾幌

尾幌

片無去

太田

門静

苫多

若松

トライベツ

大黒島

【酪農地区】

◆地区ごとの生活を守る緑づくり　

・西部沿岸地域での保安林等の緑の保全

・酪農地域の防風林等の保全

・各地区の河川等の緑の保全

・周辺環境と調和した工業エリアの緑づくり

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり　

・急傾斜地や地すべり箇所の緑の保全（治山整備）

【市街地・沿岸地区】

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり　

・急傾斜地や地すべり箇所の緑の保全（治山整備）

・海岸保全

◆避難場所や避難路となる緑づくり

・避難場所づくり（既存公園の防災公園化の検討）

・避難路の確保

□防災系統の緑の配置方針図（全町）

凡　例

国有林

民有林

保安林

道立自然公園地域

道自然環境保全地域

国設鳥獣保護地区

道設鳥獣保護地区

農業地域

漁業地域

主要幹線道路

JR

河川

緑水軸

貴重な自然地域の緑

防災の緑

0　  1           3          5                            10

1：200,000

km
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□防災系統の緑の配置方針図（都市計画区域）

◆避難場所や避難路となる緑づくり

　・避難場所づくり

　・避難路の確保

太田南

宮園公園

白浜町

宮園町

厚　岸　湾

国
道
44
号

白浜通

山手
通

国道
44号

湖　　北　　地　　区

◆避難場所や避難路となる緑づくり

　・避難場所づくり

　・避難路の確保

◆地区ごとの生活を守る緑づくり

　・周辺環境と調和した工業エリア

　　の緑づくり
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

真栄町

住の江町

厚岸大橋

港町

若
竹
町

松
葉
町 奔渡町

子野日公園梅香町

湾月町
有明町

厚　岸　湖

厚岸
大橋
通

駅前通

港通

真
栄
住
の
江
通

桜通

松
葉
通

湖　　南　　地　　区

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり

　・急傾斜地や地すべり箇所の緑

　　の保全（治山整備）

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり

　・急傾斜地や地すべり箇所の緑

　　の保全（治山整備）

◆避難場所や避難路となる緑づくり

・避難場所づくり

　（既存公園の防災公園化の検討）

凡　例

民有林

保安林

道立自然公園地域

街区公園

工業の緑

森林の緑

山すその緑

主要道路

河川

避難場所

避難道路

JR

施設

文化財

◆地すべりや崩壊を防ぐ緑づくり

　・急傾斜地や地すべり箇所の緑

　　の保全（治山整備）

厚岸大橋通

0　   0.25     0.5                 1

1：30,000

km
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第 ３ 章第 ３ 章

景観構成系統の緑づくり第３章

４

《　系統別緑づくりの目標　》

《　基本的な考え方　》

　厚岸町は、市街地が全町的に分散していることが特徴にあげられますが、各地区

の特徴を表す自然や酪農景観を今後も保全するとともに、これらの魅力的な地域を

繋ぐ道路での景観づくりに取り組みます。特に各市街地の沿道は町の玄関口であっ

たり、利便施設が集積する生活拠点であったりと多様に位置づけられ、これらを演

出する場として、花や緑に彩られた景観づくりに取り組みます。また、生活を彩る

緑づくりの取り組みとして、各市街地内の公共施設等の地区の拠点での緑づくりや、

各家庭でのガーデニング等の取り組みを応援していきます。

《　具体的な推進施策　》

１ . 緑の軸づくり

　　　　① 沿道景観軸づくり

　　　　② 河川景観軸づくり

　国道や道道、市街地を通る幹線道路などは積極的に緑化を進め、緑が連続する街な

みの形成を図るとともに、周辺の自然や公園等の緑と繋ぎ、緑や水に囲まれた街づく

りを行います。

　幹線道路の緑化にあたっては、地域の気象的条件を考慮した樹種の選定をはじめ、

道路構造や土地利用等も踏まえ、町民の理解と協力を得ながら、緑の量感のある街な

み景観づくりを行います。また、各地区の町民の協力を得ながら、植樹枡での花壇づ

くり等による、花と緑のネットワークづくりを行います。

　また、町内を流れる河川は、その大半は整備がされていない自然河川でもあるため、

町の骨格的な自然景観軸として、今後も保全に努めます。

緑豊かな街に彩りをあたえる

緑を創る
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

２ . 地区拠点での緑づくり

　　　　① 公共施設周辺の緑づくり

　　　　② 地区コミュニティ拠点での緑づくり

　役場周辺や福祉施設、その他の公共施設周辺の緑化を積極的に進めるとともに、新

たな公共施設等の整備にあたっては緑化スペースを計画段階で配置するなど、市街地

景観に彩りをあたえる、まちなかの緑を増やしていきます。

　特に、町民の生活拠点となる役場や海事記念館敷地においては、緑地スペースを確

保し緑化を行ってきましたが、今後は花による演出等も行っていきます。

　また、町の拠点となるJR駅や学校や、各地区の拠点となる集会所や公園等において

は、地域住民の協力も得ながら、花や緑による景観づくりを行うとともに、各拠点間

のネットワーク化を図り、緑に彩られたまちなかの景観づくりに取り組みます。

　さらに、市街地内の歴史的資源である寺社仏閣等の各拠点の景観保全とともに、上

記のネットワークとも連結させ、特徴豊かな景観づくりを行います。

３ . 地域の緑づくり

　　　　① 家庭及び地域の緑化

　　　　② 民間施設の緑化

　　　　③ 居住エリア内の宅地造成等における緑地の確保に向けた指導

　現在、各家庭での花づくりやガーデニングなど、日々の暮らしの中で花や緑を楽し

む機会が増えてきています。このような中、厚岸町内においても各家庭でのガーデニ

ング等の活動も活発になってきていることから、これらの取り組みの輪を更に広めて

いくために、今後もコンクールや写真展等の開催により、各家庭での緑づくり

の普及と促進を支援していきます。

　また、町内の大型商業施設や業務地区の施設周辺においても、積極的な緑化が推進

されるよう、協力の要請をはじめ、条例や都市計画制度の運用等により仕組みづ

くりも検討していきます。

　さらに、新たな企業進出や居住エリア内の未利用宅地等の開発においては、開発

行為の許可制度、環境影響評価制度等の各種許可制度の運用により、緑地等の確保、

造成、保全を図ります。
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《景観構成系統の緑地の配置方針》

　●町を象徴する緑の景観

　　・本町上流域の森林地帯は、パイロットフォレストや各種の指定緑地として保全され　

　　　た雄大な自然地帯であり本町を代表する景観であるため、永続的に保全に努めます。

　　・厚岸湖や別寒辺牛川周辺のラムサール条約登録湿地は、その純度高い自然から、野生

　　　の動植物の宝庫であり、また町を代表する水辺景観であるため、永続的に保全に努め

　　　ます。

　●地区を代表する緑の景観

　　・本町上流域の酪農地域は緩やかな丘陵地上に広がる酪農景観地域であり、道東を象徴

　　　する景観といえます。また、牧草地上の耕地防風林も地域の産業景観を特徴づける重

　　　要な要素ともなっているため、これらの農地や樹木の保全に努めます。

　　・中心市街地域のコンキリエ周辺や御供山周辺は、市街地の中にあって重要なランド

　　　マーク機能を有する緑地となっています。これらに代表される景観のシンボルとなる

　　　緑地は保全と活用を図ります。

　　・本町は道内でも古くから開かれたまちであり、特に寺社仏閣等の歴史的景観資源が点

　　　在しています。これらの景観資源はその歴史的な価値のみならず、市街地を特徴づけ

　　　る重要な要素でもあるため、景観保全とともに既存道路の緑化等によるネットワーク

　　　化を図り、町を特徴づける景観づくりを行います。
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実現に向けた施策と緑の配置方針実現に向けた施策と緑の配置方針

□景観構成系統の緑の配置方針図（全町）

糸魚沢

湖北地区

厚岸湖

厚岸湾

筑紫恋

湖南地区

上尾幌

尾幌

太田

門静

苫多

トライベツ

別
寒
辺
牛
川

尾幌川

チライカリベツ
川

旧尾幌１号川

大別川

◆河川景観軸（自然河川景観）

・貴重な自然河川景観の保全

◆地区拠点ゾーンの緑づくり

　・学校等の地区コミュニティ施設周

　　辺の緑づくり

◆地域の緑づくり

　・家庭及び地域の緑化

　　（農業施設周辺の環境整理）

◆河川景観軸（治水整備河川）

・親水空間づくり

◆緑の軸づくり
　・沿道景観づくり
◆地区拠点ゾーンの緑づくり
　・公共施設周辺の緑づくり
　・地区コミュニティ拠点での緑づくり
◆地域の緑づくり

◆緑の軸づくり
・国道沿道の花による
　玄関口づくり
◆地区拠点ゾーンの緑
　づくり
・ＪＲ駅や学校等の地
　区コミュニティ施設
　周辺の緑づくり

若松

別寒辺牛川

末広

床潭

小島

大黒島0　  1           3          5                            10

1：200,000

km

凡　例

国有林

民有林

保安林

道立自然公園地域

道自然環境保全地域

国設鳥獣保護地区

道設鳥獣保護地区

農業地域

漁業地域

主要幹線道路

JR

河川

緑水軸

樹林地景観地域

酪農景観地域

湿原景観地域

海岸景観地域

防風林景観

文化財
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□景観構成系統の緑の配置方針図（都市計画区域）

◆緑の軸づくり

・河川景観軸づくり

（自然河川景観軸の保全）

◆地区拠点ゾーンの緑

　づくり

　（公園の維持管理等）

太田南
宮園公園

白浜町

宮園町

厚　岸　湾

国
道
44
号

白浜通

山手
通

国道
44号

湖　　北　　地　　区

◆地域の緑づくり

・宅地開発等における緑地の確保に向けた指導

（開発行為の規制や緑確保のための指導）

◆地域の緑づくり

・家庭及び地域の緑化

・民間施設の緑化

◆緑の軸づくり

・沿道景観軸づくり

　（街路樹の未整備街路におけ

　る植樹と花による演出）
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厚岸町役場JR厚岸駅

コンキリエ

真栄町

住の江町

厚岸大橋

港町

若
竹
町

松
葉
町

奔渡町

子野日公園梅香町

湾月町

有明町

厚　岸　湖

厚岸
大橋
通

駅前通

港通

真
栄
住
の
江
通

桜通

松
葉
通

湖　　南　　地　　区

◆地域の緑づくり

・家庭及び地域の緑化

・民間施設の緑化

◆緑の軸づくり

・沿道景観軸づくり

　（街路樹の未整備街路におけ

　る植樹と花による演出）

◆地区拠点ゾーンの緑づくり

・公共施設周辺の緑づくり

　（役場周辺や福祉施設、その他の公共

　　施設周辺の緑づくり）

　（駅周辺等での緑づくり）

◆地域の緑づくり

・家庭及び地域の緑化

・民間施設の緑化

◆地区拠点ゾーンの緑づくり

・地区コミュニティ拠点での緑づくり

　（憩いの広場周辺ゾーンでの緑地公園

　づくり）

◆地区拠点ゾーンの緑

　づくり

　（公園の維持管理等）

凡　例

民有林

保安林

道立自然公園地域

街区公園

工業の緑

森林の緑

山すその緑

主要道路

植栽道路

非植栽道路

河川

緑水軸

JR

施設

文化財

0　   0.25     0.5                 1

1：30,000

km



82

第 ３ 章第 ３ 章

緑を育む基盤づくりの方針第３章

5

《　具体的な推進施策　》

１ . 緑の大切さを知る取り組み（緑の環境教育等）

　　　　① 町広報誌等による緑化普及宣伝

　　　　② 緑の羽根募金運動の展開（厚岸町緑化推進委員会との協働）

　　　　③ 花いっぱい運動等を通じた緑化思想の啓発普及活動

・緑化の推進は行政だけで出来るものではなく、広く町民の協力を得ることが必要

　であり、そのためには町広報誌、報道機関等の協力により、情報提供を行い、

　緑化広報の充実を図ります。

・町広報誌により緑化普及宣伝を行うとともに、厚岸町緑化推進委員会主催の緑の

　羽根募金運動の展開、また「厚岸町花のあるまちづくり推進委員会」での花いっ

　ぱい運動などの普及・推進に努めます。

・緑の潤いある住み良い環境づくりのため、厚岸町緑化推進委員会を中心として、

　地域団体、職場等、地域に密着した体制づくりをし、緑化思想の啓発を図り、緑

　化推進団体の育成に努めます。

２ . 緑を育む基盤をつくる取り組み

　　　　① 緑に関する調査研究の推進（気候条件と適応する樹種の選定）

　　　　② 民有地での緑づくりを促進させる体制づくり（苗木の提供、協定等のﾙｰﾙづくり）

・緑化事業を進めていく上で必要となる要素の一つに、樹木の選定確保があげられ

　ます。緑化の箇所、緑化する人、緑化樹の確保の３つがそろわなければ緑化の推

　進は図れません。緑化樹の需要は、公園、街路、公共施設等、目的や内容も幅広

　く需要は多いと予想されます。当町は、春から秋にかけてこの地方特有の濃霧と

　夏期の低温、そして冬期間の凍結と乾燥等厳しい気候風土におかれており、樹木

　は全般にわたって育成が悪く、また枯死率も高いという状況です。今後、このよ

　うな厳しい条件下での緑化樹木の樹種選定、植栽方法等の調査研究についてより

　一層の推進を行います。

・また地元の樹種の種子をバイオブロックにより養成し、市街地周辺の裸地状態の

　箇所に使用し、本町の気候に対応した緑化推進を図ることも今後検討していきます。

・民有地の緑づくりの推進に向けては、苗木の確保が必要となります。特に酪農地

　域など面積の広い土地所有者にとっては苗木の確保も重要であるため、より公益

　性が高いと認められる箇所や、協定等により樹木を管理するルール等の検討など、

　民有地での緑化促進に向けた体制づくりについても検討を行います。
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３ . 緑を創り、緑とふれ合う取り組み（地域住民による緑化の推進）

　　　　① 町民との協働による身近な公園緑地の維持管理

　　　　② 町民との協働による森づくり（『町民の森』づくり）

　　　　③ 町民との協働による河畔林づくり（酪農地域での緑づくり）

　　　　④ 町民との協働による沿道景観づくり（里親制度等による景観づくり）

・各自治会や各種団体等の地域住民の手による、身近な公園緑地等の清掃、草刈

　り、樹木等の保護を呼びかけ、緑の愛護精神の高揚を図り、住民と一体となった緑

　化活動を推進するほか、別寒辺牛川上流の「町民の森」において、町民自らの

　手で公益的機能の高い森林を造成し、緑化思想並びに環境保全に対する啓発を図

　ります。

・また、酪農地域においては、特に河川周辺等において、酪農家からの理解と協力

　を得ながら、植林等による緑づくりを行います。

・本町の街路樹の現況は、道路改良工事と合わせ植栽されているものの、気象条件

　による枯死が多く、また活着率が悪いため、厚岸町花のあるまちづくり推進委員

　会を通じ、地域住民の協力も得ながら緑化推進を進めます。また、花による沿道

　景観づくりの更なる推進に向け、沿道の植樹枡等を対象とした、「里親制度」等に

　ついて、その実現に向けた検討を行います。

４ . 貴重な緑の価値を高める取り組み
　　（各種指定地域や事業等への働きかけ）

　　　　① 厚岸道立自然公園の「国定公園化」に向けた働きかけ

　　　　② 国や北海道の各種認定事業への積極的な参加

・本町の自然は貴重な財産であり、これまで多くの町民の手により守られてきまし

　た。今後はこれらの自然の保護はもとより、自然の価値を高める取り組みを行い、

　積極的に町の宝としてアピールすることも重要と言えます。そのことにより、町

　民の町への誇りを培うことにも繋がります。そこで、　現在の厚岸道立自然公園の

　「国定公園化」に向けた働きかけを行っていきます。

・また、厚岸町で取り組まれている「森づくり」等も国や道の各種認定事業等への

　積極的な参加により、活動に対する価値も高めていきます。
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第 ４ 章

「緑化重点地区」候補の検討第４章

１

《　緑化重点地区とは　》

　緑化重点地区は、緑の保全・整備・創造等の施策を重点的に推進するモデル地区としての役割を

担うものです。

　具体的には、都市のシンボルとなる地区や、みどりの少ない住宅地、風致の維持が特に重要な地

区、緑化の推進に対し住民の意識が高い地区等で再開発事業や土地区画整理事業などの市街地開発

事業と連携して設定することが可能な地区、住民の緑化活動が顕在化しており地区の詳しい計画の

実現性が高い地区及び防災機能を向上する地区などがあげられます。

　緑化重点地区は、これらの地区を抽出し、本計画の緑地の配置計画に位置づけ、地区レベルの詳

しいプランを策定するものです。

《　緑化重点地区の意義　》

　緑化重点地区を定める意義としては次の点があげられます。

　・緑の基本計画を実現するための様々な手法を全町的に展開することが理想であるが、まちづく

　　りの動向、計画の塾度、地元の意向など地区ごとで条件が異なり、現実的には困難といえる。

　・特定の地区を絞り、公園整備など公共事業による緑化、住民による民有地の緑化、住民と行政

　　が連携した緑化の推進や保全など、緑の基本計画が目指す姿を目に見える形にすることによっ

　　て、他の地区での緑化意識の高まりなどの波及効果が期待でき、緑の基本計画策定の目的をよ

　　り早期に達成することにつながる。

　・緑化重点地区を定めた区域には緑化重点地区総合整備事業などの公共事業投入により、公共公

　　益施設の緑化に際して補助金を受けることが可能となる

緑化重点地区総合整備事業

の導入

緑化施設整備計画

の認定

その他の手法による

事業化

緑化重点地区の候補地選び

緑化重点地区の設定

緑化重点地区の計画の策定

地区の変更・追加

←【現段階】
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緑づくりの推進に向けて

《　「緑化重点地区」候補の検討　》

　本町において今後緑化重点地区の候補を検討するにあたっては、本計画の内容に基づき以下のよ

うな地区が想定されます。

　【想定地区】　① 都市公園を核として町民の憩いの場の創出を図る地区

　　　　　　　② 沿道の緑化や公共施設と民有地の一体的な緑化及び景観形成により

　　　　　　　　 良好な環境の保全及び創出を図る地区

　　　　　　　③ 駅前及び市街地の中心など、町のシンボルとなる地区での緑化推進

　　　　　　　④ 町内において風致の維持・創出が特に重要な地区

　前記の通り、緑化重点地区の設定においては、まちづくりの動向や、計画の熟度、地元の意向な

どを勘案し、候補地の検討および設定することになります。また、まちづくりの動向に応じては、

上記の想定地区以外での設定も考えられるとともに、一度設定した地区以外にも、町の状況を勘案

し、逐次、地区の追加、変更も考えられます。

【候補検討例・１】

◆想定地区＝①・②

◆想定される計画内容

・都市公園を核とした町民

　の憩いの場づくり

・沿道の緑化、施設等の緑化

【候補検討例・２】

◆想定地区＝②・③

◆想定される計画内容

・沿道の緑化、公共施設や

　民有地等の緑化　他

【候補検討例・３】

◆想定地区＝③・④

◆想定される計画内容

・寺社等の歴史資源を活かした

　地区景観づくり　他
0　    0.5       1                   2

1：60,000

km
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第 ４ 章

《　「緑化重点地区」の計画の策定について　》

　緑化重点地区候補の検討及び設定の後、各種の事業実施に向けては、緑化重点地区計画を策定す

る必要があります。以下は計画策定内容を示します。

　【緑化重点地区計画の内容】

　○地区の現況

　　・設定された各地区における都市内での位置づけ等や地区の人口・面積等の概要及び緑

　　　地及び緑化の現況の把握

　○課題の整理

　　・地区現況の把握結果に基づき、緑化の推進に関する計画策定のための地区課題を整理

　○地区緑化の基本方針の設定

　　・地区課題に基づいて、当該地区における緑化の基本方針を策定

　○地区の緑化の目標

　　・当該地区における基本方針を実現化するために必要な緑地の整備及び緑化等の目標量

　　　を設定する。

　○地区緑化計画の策定

　　・地区緑化の基本方針及び目標に基づき、地区の緑地の整備、公共公益施設の緑化、民

　　　有地の緑化等について、その配置や緑化対象、施策内容、緑化目標、実施主体及び実

　　　施年次等からなる緑化計画を、地区に即し、具体的かつ詳細な内容で策定する。
　

　○緑化イメージ図の作成

　　・参考図書として、緑化計画の具体的かつ詳しい内容施策の展開が分かるような緑化イ

　　　メージ図を作成する。
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参考資料
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　２．策定組織図

都市計画審議会

町　　長

策定協議会

町民委員

都市計画アドバイザー

策定委員会

助役・関係課長

企画検討チーム

（関係課内）

課長補佐・係長

まちづくり推進課

（事務局）

生活環境カルテ

地区の整備状況

 etc.

データ整理

広報誌・ホームページ

計画の策定状況

etc.

随時掲載・更新

町　　　民

※最終段階は、

　諮問・答申

町　議　会

総合計画

（上位計画）

関係課所管計画

（分野別計画）

整備、開発及び

保全の方針

投書
Ｅメール　etc.

提出・指示

報告・意見

提出・指示

提出・指示

調整

調整

たたき台提出・指示

意
見

情
報

北海道建設部都市計画課

北海道釧路支庁

釧路土木現業所

釧路開発建設部

調整

地区会議

（ﾜｰｸｼｮｯﾌ ・゚ﾋｱﾘﾝｸﾞ）

住民主体による

計画づくり

合意形成

まちづくり

シンポジウム

まちづくりに

関する意向把握

合意形成

アンケート

地区の主要な

課題整理

計画での活用

住民との

情報共有！！

計画づくりへの

住民参画！！

意
見

情
報 参

画

情
報
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（１）アドバイザー設置規則

　―厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定アドバイザー設置規則―

（設　置）

　第１条　厚岸町における都市政策の総合的・体系的な推進を図るため、都市計画法（昭和43年法律第100　

　　　　　号）第18条の２に規定する市町村の都市計画に関する基本的な方針（以下「都市計画マスタープラ

　　　　　ン」という。）及び都市緑地保全法第２条の２に既定する市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関す

　　　　　る基本計画（以下「緑の基本計画」という。）を策定するにあたり、専門的知識を有する厚岸町都市

　　　　　計画マスタープラン及び緑の基本計画策定アドバイザー（以下「都市計画マスタープラン等策定ア

　　　　　ドバイザー」という。）を設置する。

（職務内容）

　第２条　都市計画マスタープラン等アドバイザーは、住民の理解と参加のもとに望ましい都市像を明らかに

　　　　　し、地域別のまちづくりの目標や整備方針を総合的かつきめ細かく示し、同時に全町的視点での都

　　　　　市計画の基本的な方針となる都市計画マスタープランと、緑のオープンスペースの保全・創出に関

　　　　　わる施策を総合的に推進するうえで重要となる緑の基本計画の策定に係る補助及び助言を行うもの

　　　　　とする。

（委　嘱）

　第３条　都市計画マスタープラン等策定アドバイザーは、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画

　　　　　の策定に必要な専門的知識を有する者１名とし、選考のうえ町長が委嘱する。

（任　期）

　第４条　都市計画マスタープラン等策定アドバイザーの任期は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基

　　　　　本計画の策定が完了するまでとする。

（謝　金）

　第５条　都市計画マスタープラン等策定アドバイザーに対する謝金は、予算の範囲内で町長に協議して定め

　　　　　る。

（費用弁償）

　第６条　都市計画マスタープラン等策定アドバイザーが、第２条に規定する職務内容に係る業務のため旅行

　　　　　したときは、費用弁償として旅費を支給する。

　　　２　前項に規定により支給する旅費の額は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用代償に関する

　　　　　条例の規定を準用する。

（庶　務）

　第７条　都市計画マスタープラン等策定アドバイザーについての事務は、まちづくり推進課において行う。

（その他）

　第８条　この規則に定めるもののほか、都市計画マスタープラン等策定アドバイザーに関し必要な事項は、町

　　　　　長が別に定める。

　附　則　（平成14年10月16日規則第60号）

　　　　　この規則は、公布の日から施行し、平成14年10月1日から適用する。

　３ . 策定組織設置要綱等
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（２）策定委員会要綱

　―厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定委員会設置要綱―

（設　置）

　第１条　都市計画法（昭和43年法律第100号）第18条の２に規定する市町村の都市計画に関する基本的な

　　　　　方針（以下「都市計画マスタープラン」という。）及び都市緑地保全法第２条の２に規定する市町村

　　　　　の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画（以下「緑の基本計画」という。）を策定するため、

　　　　　厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を設置

　　　　　する。

（所掌事務）

　第２条　策定委員会は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画の計画案（以下「計画案」という。）

　　　　　について検討及び協議し、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定協議会に対して提

　　　　　出するものとする。

（組　織）

　第３条　策定委員会は、委員長及び委員をもって組織する。

　　　２　委員長は、助役をもって充てる。

　　　３　委員は、別表第１に定める職にある者をもって充てる。

（委員長）

　第４条　委員長は、策定委員会を代表し、会務を総理する。

（会　議）

　第５条　策定委員会の会議は、委員長が招集する。

　　　２　委員長は、必要に応じ、委員以外の職員に対して会議に出席を求めることができる。

（企画検討チーム）

　第６条　町民意見が十分に反映され、かつ、関係する諸計画と調整された計画案を作成するため、厚岸町都

　　　　　市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定庁内企画検討チーム（以下「企画検討チーム」という。）

　　　　　を設置する。

　　　２　企画検討チームのスタッフは、別表第２に定める職にある者をもって充てる。

　　　３　企画検討チームの運営に関し必要な事項は、委員長が定める。

（任　期）

　第７条　委員及び企画検討チームスタッフの任期は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画の策

　　　　　定が完了するまでとする。

（事務局）

　第８条　策定委員会及び企画検討チームの事務局は、まちづくり推進課に置く。

（その他）

　第９条　この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が策定委員会に諮っ

　　　　　て定める。

　附　則　（平成14年10月16日訓令第35号）

　　　　　この訓令は、公布の日から施行し、平成14年10月1日から適用する。
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別表第１ （第３条関係）

別表第２ （第６条関係）

町長部局

総務課長

行財政課長

まちづくり推進課長

町民課長

保健福祉課長

環境施策課長

農政課長

水産課長

商工観光課長

建設課長

水道課長

その他

教育委員会管理課長

教育委員会生涯学習課長

教育委員会体育振興課長

釧路東部消防組合警防課長

釧路東部消防組合厚岸消防署長

農政課

課長補佐

農業振興係長

農村整備係長

水産課

課長補佐

水産振興係長

建設課

課長補佐

管理維持係長

地籍調査係長

土木係長

建築係長

水道課

課長補佐

水道施設係長

下水道施設係長

商工観光課

商工雇用推進係長

観光係長

食文化振興係長

保健福祉課

課長補佐

指導技師

介護予防係長

社会児童係長

障害福祉係長

介護保険係長

環境政策課

課長補佐

環境対策係長

廃棄物対策係長

林政係長

その他

教育委員会管理課

課長補佐

学校教育係長

教育委員会生涯学習課

課長補佐

海事記念館長

生涯学習係長

文化財係長

教育委員会体育振興課

課長補佐

体育振興係長

釧路東部消防組合

厚岸消防署副署長

総務係長

町長部局

総  務  課

総務係長

交通防犯係長

行財政課

課長補佐

財政係長

まちづくり推進課

課長補佐

企画調整係長

都市計画係長

土地区画整理係長

町民課

課長補佐

自治振興係長

生活衛生係長
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（４）策定協議会規則

　―厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定協議会設置規則―

（設　置）

　第１条　都市計画法（昭和43年法律第100号）第18条の２に規定する市町村の都市計画に関する基本的な

　　　　　方針（以下「都市計画マスタープラン」という。）及び都市緑地保全法第２条の２に規定する市町村

　　　　　の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画（以下「緑の基本計画」という。）を策定するため、

　　　　　厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定協議会（以下「策定協議会」という。）を設置

　　　　　する。

（所掌事務）

　第２条　策定協議会は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定委員会（以下「策定委員会」と

　　　　　いう。）から提出された計画案（以下「計画案」という。）について検討及び協議し、町長に対して

　　　　　提出するものとする。

（組　織）

　第３条　策定協議会は、委員長及び委員をもって組織する。

　　　２　委員長は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定アドバイザーをもって充てる。

　　　３　委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。

　　　　（１）各種団体の役員又は職員

　　　　（２）識見を有する者

　　　　（３）その他町長が適当と認める者

（委員長）

　第４条　委員長は、策定協議会を代表し、会務を総理する。

　　　２　委員長は、策定協議会に出席できないときは、委員のうちから代理を指名することができる。

（会　議）

　第５条　策定協議会の会議は、委員長が招集する。

（オブザーバー）

　第６条　委員長は、必要に応じ、町長と協議のうえ、策定協議会にオブザーバーを置くことができる。

　　　２　オブザーバーは、策定協議会の求めに応じて会議に出席することができる。

（任　期）

　第７条　委員の任期は、厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画の策定が完了するまでとする。

（事務局）

　第８条　策定協議会の事務局は、まちづくり推進課に置く。

（その他）

　第９条　この規則に定めるもののほか、策定協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が策定協議会に諮っ

　　　　　て定める。

　附　則　（平成14年10月16日規則第59号）

　　　　　この規則は公布の日から施行し、平成14年10月1日から適用する。
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北海道大学大学院 工学研究科
都市空間計画学研究室

厚岸町都市計画審議会

厚岸町女性団体連絡協議会

前　厚岸町商工会

元　北海道商工会婦人部連合会

厚岸せっけんの会

厚岸町自治会連合会

厚岸町緑水会

厚岸消費者協会

前　厚岸町森林組合

うるする

厚岸漁業協同組合

釧路太田農業協同組合

厚岸観光協会

前　厚岸建設業協会

厚岸町森林組合

小　林　英　嗣

會　田　十四吉

柿　崎　多佳子

影　井　豪之助

川　端　昇　子

齊　藤　　晃

志　田　敏　雄

　神　　聖　悟

菅　江　喜　江

中　嶋　嘉　昭

中　村　一　明

長谷川　利　之

穂　刈　　肇

宮　川　佳　治

宮　原　慎悦郎

舟　山　政　弘

委員長（都市計画ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）
　［任期：H14.7.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期： H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～H15.8.19まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.11.1～策定終了まで］

委　員
　［任期：H.14.8.20～策定終了まで］

分　　野 氏　　名 所　　属 役　　職

株式会社シー・アイ・エス計画研究所コンサルタント

　４ . 策定協議会委員名簿

大学院教授

会長

会長

副会長

会長

会長

会長

会長

会長

代表理事　組合長

代表

専務理事

代表理事　副組合長

会長

会長

代表理事　組合長
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厚岸町緑の基本計画
平成 16年 3月策定

厚岸町都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定事務局

福田美樹夫・髙谷　高・湊谷政弘・秋田裕子

厚岸町まちづくり推進課
〒 088-1192　厚岸町字真栄町１条２番地１
Tel
Fax
HomePage
　　http://www2.marimo.or.jp/Akkeshi-
town/
E-mail
　　akkeshi@pop2.marimo.or.jp

（0153）52 － 3131（代）
（0153）52 － 3138（代）
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